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10／1
昭和59年
（1984年）

第679号

ご協力ください

Ｏ月1日から

共同募金運動

9月補正予算案

2
億
5
千
8
百
万
円
を
計
上

一般会計

宇
治
市
議
会
九
月
定
例
会
は
、
九
月
十
九
日
か
ら
十
月
八
日
ま
で

の
二
十
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
九
月
定
例
会
に
は
、

新
規
事
業
と
し
て
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
費
や
、
㈹
産
業
会
館
基
本
設

計
委
託
料
な
ど
の
経
費
と
し
て
二
億
五
千
八
百
八
十
九
万
円
の
一
般

会
計
補
正
予
算
案
を
は
じ
め
、
二
十
五
議
案
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
九
月
定
例
会
に
は
、
一
般

会
計
補
正
予
算
案
（
第
二
号
）
を

は
じ
め
、
宇
治
市
交
通
災
害
共
済

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
案
（
第

一
号
）
雲
落
市
簡
易
水
道
事
業

給
水
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
な
ど

二
十
五
議
案
が
提
案
さ
れ
て
い
ま

す
。
十
月
一
日
か
ら
、
各
委
員
会

で
議
案
等
の
審
議
が
行
わ
れ
、
十

月
八
日
の
本
会
議
で
議
決
吝
れ
る

予
定
で
す
。
一
般
会
計
の
補
正
総

額
は
、
二
億
五
千
八
百
八
十
九
万

▲通水間近の笠取簡易水道浄水場（9月21日）

円
。
こ
れ
で

五
十
九
年
度

の
一
般
会
計

歳
入
歳
出
予

算
総
額
は
、

二
百
八
十
二

億
九
千
百
六

十
三
万
一
〈
千

円
と
な
り
ま

す
。
今
回
の

補
正
予
算
案

は
、
六
月
補

正
（
第
一
号
）

以
降
の
国
の

補
助
金
等
の
決
定
に
伴
ｒ
ｎ
Ｊ
）
の
や
、

新
た
に
具
体
化
し
た
事
業
を
中
心

に
計
上
洽
れ
て
い
毒
ｙ
。

ま
た
、
早
島
市
交
通
災
害
共
済

事
業
特
別
心
一
計
補
正
予
算
額
は
、

一
千
五
百
二
十
九
万
八
千
円
こ

れ
は
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
多
発

し
て
い
る
交
通
死
亡
事
故
に
よ
り
、

九
月
一
日
現
在
ま
で
で
九
人
の
死

亡
者
が
あ
り
、
見
舞
金
の
給
付
額

が
当
初
の
思
込
み
牽
否
7
上
回

っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
笠
取
地
区
簡
易
水

道
の
維
持
管
理
費
と
し
て
、
市
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
に
補
正
額

百
八
十
二
万
三
千
円
欠
肘
上
。
笠

取
地
区
簡
易
水
道
は
、
山
間
部
の

た
め
飲
料
水
を
谷
川
や
井
戸
に
頼

っ
て
い
た
笠
取
地
区
に
、
生
活
に

欠
か
す
こ
と
が
で
’
ｍ
ａ
い
「
水
」

＝9月補正後額＝

昭和59年度予算規模（千円）

一般会計28，291，636

特別会計

交通災害共済事業61，015

国民健康保険事業4，345，000

公共下水道事業2，950，538

住宅新築資金等貸付事業68，663

老人保健事業5，285，101

絣詣ｉｉ業用ｍｍ郭業23，604

簡易水道事業｀154，648

火災共済事業10，447

農業共済事業34，262

水道事業会計2，738，904

の
安
定
供
給
牽
9
じ
て
五
十
八

年
度
か
息
聴
緊
危
め
て
き
ま
し

た
。
こ
の
程
、
予
定
よ
り
半
年
早

く
十
月
末
に
完
成
。
十
一
月
か
ら

待
望
の
水
道
水
の
通
水
が
始
め
ら

れ
未
丁
。

（
仮
）
産
業
会
館
基
本
設
計
委
託
料
に
6
百
万
円

一
般
会
計
の
主
な
事
業
で
は
、

障
害
者
が
利
用
す
る
タ
ク
シ
ー
の

初
乗
映
料
金
を
市
で
負
担
ず
る
福

祉
タ
ク
シ
ー
制
度
か
薪
設
。
障
害

者
自
ら
が
戸
外
へ
出
て
、
社
会
参

加
が
で
き
る
ぷ
コ
、
そ
の
交
通
手

段
と
し
て
タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部

公
鮫
貿
χ
シ
と
い
う
ｕ
＞
の
で
す
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
の
対
象
者
は
、

障
害
一
・
二
級
の
重
度
障
害
者
と

な
っ
て
お
り
、
本
年
度
は
二
百
九

十
四
万
三
千
円
を
茫
亡
て
い
ま

す
。補

助
の
方
法
は
、
一
人
一
ヵ
月

に
付
き
千
円
の
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ

ト
を
お
渡
し
し
ま
す
。
利
用
で
き

る
タ
ク
シ
ー
は
、
市
内
の
加
茂
・

京
阪
宇
治
・
山
城
近
鉄
タ
ク
シ
ー

の
外
、
京
都
乗
用
自
動
車
協
会
加

盟
の
タ
ク
シ
ー
で
、
京
都
市
内
で

も
利
用
で
孝
示
ｙ
。
制
度
の
開
始

は
、
議
決
後
の
十
一
月
一
日
か
ら

を
予
馬
手
警
履
ど
に
つ
い
て

は
、
後
日
司
政
だ
よ
尹
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
康
ｙ
。

・
ま
た
、
市
の
産
業
進
展
の
た
め
、

早
治
商
工
会
議
所
と
機
能
分
担
を

行
う
複
合
施
設
で
あ
る
㈹
言
委

館
の
基
本
設
計
委
託
料
と
し
て
六

百
万
円
公
訂
上
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
補
正
予
算
案
の
主

な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
一
般
会
計
〉

▽
民
間
保
育
所
障
害
児
保
育
事

業
補
助
金
に
五
百
六
十
四
万
八
千

円
▽
広
野
中
学
校
校
舎
取
得
事

業
費
追
加
に
七
千
八
百
九
十
五
万

五
千
円
▽
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調

査
ｍ
．
事
業
費
追
加
に
一
千
三
百

二
十
五
万
二
千
円
。

〈
公
共
下
水
道
事
業
会
計
〉

▽
木
津
川
流
域
関
連
公
共
下
水

道
事
業
管
渠
（
汚
水
管
）
敷
設
事

業
費
追
加
に
六
千
万
円
。

〈
水
道
事
業
会
計
〉

▽
本
町
通
り
配
水
管
敷
設
替
事

業
に
七
千
八
百
ナ
て
万
七
千
円
。

開館記念事彙（ＮＨＫ公開番組）のご案内
宇治市文化センター

開館記念事業（公開番組）

宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー
の
開
館
記
念
事
業
と

し
て
左
表
の
公
開
番
組
の
入
場
・
出
場
刄
寡

集
し
康
ｙ
。
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
入
場
希
望
・
：
往
復
は
が
き
で
の
申
し
込
み

は
、
い
ず
れ
も
Ｈ
月
8
Ｒ
困
必
着
ぷ
落
市
文

化
セ
ン
タ
ー
（
宇
治
琵
琶
3
3
）
へ
。
希
望
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
。

▼
出
場
希
望
・
：
勝
ち
警
法
謡
天
国
予
選
参

加
＝
カ
セ
″
ト
テ
ー
プ
に
自
分
の
声
で
Ｉ
曲
録

音
し
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番

号
を
香
い
て
、
写
真
蔡
字
禎
耳
Ｓ
Ｅ
ま
で
に

早
島
市
文
化
セ
ン
タ
ー
へ
。
審
査
の
後
、
決
馬

日時 催しと会場 内容と入場方法

Ｉｌ／ｌｌ印

13：刄ＩＳ：如

ＮＨＫ子ども

フェスティバル

（山城総合運動公園）

にこにこぷんショー・ミニＳＬ

参加・入鳩は自由

11／25（3）

13：30

ＮＨＫ文化講演会

（大．ｔ．ール）

ｙ暮らしの再発見」

鈴木健二ＮＨＫアナウンサー

往復ｌｉがきで｛1．600人）

11／2旧

18：30

ＮＨＫＦＭ

フＴｉ’ｌーｉ’ョ・7キー（大ホール）ゲスト早見隈ほか往復はがきで（1．60）人）

ｌｌ勁
13：30

おかあさんのせ強室（萬演会）

（小ホール）

講演会（輿師・浜芙枝）
冑友会・帰人会員（45Ｏ人）．最寄’）の役

貝まで

11／23＊1

18：15

勝ち腹き歌1孟天国

（大ホーｌｌ．）

ゲス｝内山田洋と7ールファイブ一流作曲家により歌謡曲のレッスンを

往筏はがきで（1，60）人ｘ．出鳩者募集中

ｎな朗

10：00

ａ送学習会

（宇柵幼稚園）

公開保育・保育研5Ｅ

入ｔｉｌｌ白由（幼稚園・保育所の先生

200人）

ｎ／瑞

14：00

お達者くらぷ

■（小ホール）

お年番りの暮らしぶ’）を紹介

入場は喜老会役貝まで

立
体
交
差
事
業
賀
タ
ー
ト

都
市
計
画
事
業
・
宇
狸
藻

立
体
交
差
事
業
の
近
鉄
大
久
保

駅
付
近
鉄
道
高
架
工
事
の
起
工

式
が
、
九
月
二
十
日
、
近
鉄
大

久
保
駅
南
側
で
□
り
れ
ま
し
た
。

起
工
式
に
は
、
林
田
京
都
府

知
事
、
池
本
帛
色
市
長
鷺
氾
め

関
係
者
ら
約
三
百
人
が
出
席
。

引
き
続
い
て
打
わ
れ
た
祝
賀
心
一

で
、
池
本
市
長
は
「
こ
の
事
業

は
都
市
革
饗
つ
ぐ
り
の
根
幹
で

あ
り
、
町
つ
く
り
の
原
点
と
な

る
も
の
で
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

工
事
2
蔑
に
向
け
て
の
期
待

▲工事の着工を祝いあいさつする池本市長（9月20日）

か
迂
べ
ま
し
た
。

こ
の
宇
治
淀
線
立
体
交
差
事

業
は
、
近
鉄
大
久
保
駅
周
辺
整

備
事
業
の
一
環
と
し
て
事
業
主

体
で
あ
る
府
と
、
市
が
進
め
て

き
た
も
の
で
、
市
の
主
要
な
南

北
幹
線
で
あ
る
国
道
2
4
号
捺
お

よ
び
王
要
地
方
道
宇
治
淀
線
の

交
通
混
雑
緩
和
と
歩
行
者
の
安

全
確
保
を
目
的
と
し
て
い
求
丁
。

工
事
は
、
近
鉄
京
都
線
の
伊

勢
田
駅
南
四
百
二
十
μ
の
地
点

か
ら
、
久
津
川
駅
北
四
百
八
十

五
む
の
地
点
ま
で
、
約
九
百
九

十
七
μ
の
間
の
軌
道
を
高
架
に

し
、
大
久
保
駅
は
現
状
か
ら
、

北
へ
百
二
十
μ
の
所
に
高
架
駅

と
し
て
新
設
’
辰
な
ぞ
。
高
架

下
の
宇
治
淀
線
以
南
の
東
西
両

側
に
側
道
か
設
け
る
ほ
か
、
全

部
で
約
千
二
百
二
十
μ
の
道
路

か
薪
設
。
総
事
業
費
は
、
約
百

三
十
二
億
円
、
昭
和
六
十
二
年

度
に
完
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
康
司

373

奈
良
線
が
電
化

▲新しく登場した明るい色彩の電車（9月3日）

京都ー奈良間スピードアップ

Ⅲ月二1廠日から開茉

国
鉄
奈
良
線
剪
梨
9
る
住
民

や
市
・
町
が
長
年
待
ち
望
ん
だ
奈

良
線
電
化
が
、
き
ま
4
月
一
日

か
ら
ス
タ
ー
ト
。

電
化
開
業
を
記
念
し
て
、
国
鉄

・
府
・
国
鉄
奈
良
線
複
線
電
化
促

進
協
議
会
で
は
、
十
月
一
日
、
午

前
十
時
二
土
〈
分
。
京
都
駅
で
の

出
発
式
や
、
沿
線
の
物
産
・
観
光

地
の
案
内
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
多

彩
な
催
し
を
予
定
し
て
い
未
了
。

ま
た
、
市
で
も
国
鉄
奈
良
線
電
化

開
業
祝
賀
記
念
事
業
実
行
委
員
会

Ｍ
Ｉ
Ｓ
し
、
祝
亮
翠
ほ
じ
の
十

月
七
日
ま
で
の
間
、
時
刻
表
の
無

料
配
布
や
地
元
商
店
街
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
セ
ー
ル
な
芦
記
念
事
業
を

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
未
了
。

こ
の
奈
良
線
電
化
工
事
は
、
昭

和
五
十
七
年
七
月
か
ら
開
始
。
二

年
余
り
の
歳
月
か
示
け
、
架
線
工

事
や
変
電
所
の
建
設
、
ホ
ー
ム
な

ど
の
改
修
工
事
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

電
化
に
よ
り
京
都
－
奈
良
間

（
四
十
一
・
七
£
の
走
行
時
間
が

短
縮
さ
れ
、
列
車
の
増
発
、
車
両

編
戌
の
適
正
化
が
図
β
誓
子
。

例
え
ば
、
朝
夕
の
ラ
″
シ
ュ
時
に

は
二
十
分
、
昼
間
は
三
十
分
間
隔

で
運
転
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
従

来
よ
ぴ
上
・
下
線
命
わ
せ
て
十
七

本
が
増
発
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
車

両
編
成
も
通
勤
、
通
学
の
時
間
帯

に
は
四
上
ハ
両
編
成
に
す
る
な
ぺ

住
民
の
足
と
し
て
利
便
を
図
る
よ

§
運
行
さ
れ
ま
ｙ
。

車
両
は
、
ク
リ
ー
ム
色
を
基
調

に
赤
の
ラ
イ
ン
を
ア
ク
セ
ン
ト
に

し
た
明
る
い
色
彩
で
、
四
枚
扉
の

大
都
市
近
郊
型
と
な
っ
て
い
毒
了
。

今
後
は
、
ポ
6
に
複
線
化
へ
向

け
て
利
用
者
数
の
増
加
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

近
鉄
大
久
保
駅
周
辺
整
備

福祉タクシー制

度を新設
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鉄
眼
は
一
切
経
を
開
板
し
、

仏
教
学
の
普
及
に
大
寮
舎
与

し
た
が
、
鉄
眼
が
活
躍
し
た
の

と
ほ
ぽ
同
時
期
に
、
僧
ら
の
修

行
道
場
で
あ
る
勧
学
院
や
図
書

閲
覧
の
た
め
の
経
堂
を
江
戸
に

け
る
た
め
、
明
暦
三
年
（
一
六

五
七
）
、
高
槻
の
普
門
寺
で
隠

元
に
会
っ
た
。
そ
の
後
、
万
治

元
年
（
一
六
五
八
）
に
は
来
日

し
た
即
非
の
弟
子
と
な
り
、
黄

槃
宗
の
教
義
を
広
め
る
僧
と
し

で
遇
躍
す
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
彼
が
行
っ
た

事
業
で
一
つ
の
転
機
と
な
っ
た

も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
浪
人

こ
の
錦
袋
円
の
売
れ
ゆ
き
は

予
想
を
は
る
か
に
上
回
り
、
開

店
六
年
で
三
千
両
の
利
益
を
得

た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
利
益
の

中
か
ら
天
海
版
一
切
経
か
購
入

す
る
と
と
も
に
、
不
忍
池
に
小

島
を
築
き
、
経
堂
舎
建
て
て
書

庫
と
し
た
。
寛
文
十
一
年
に
は
。

こ
の
経
堂
を
二
階
建
て
に
建
て

替
え
、
四
方
に
書
棚
か
設
け
、

の
中
心
が
、
天
台
の
教
学
や
儒

学
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
天
台
宗

寛
永
寺
の
影
響
で
あ
る
7
し
、

儒
学
は
徳
川
政
権
の
思
想
の
影

響
で
あ
っ
た
も
の
と
≪
＾
＾
＜
ｉ
＾
ａ
れ

る
。
教
学
夕
受
け
る
者
は
、
僧

侶
が
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
が
。
一
般
ほ
民

か
ら
の
か
な
り
の
参
加
者
も
あ

っ
た
ら
し
こ
、
一
日
約
二
百
五

建
立
し
て
、
学
問
の
普
及
に
務
一
Ｉ
Ｉ
｀
一
″
Ｉ
『
一

晒
た
黄
槃
僧
が
い
た
・
万
警

Ｊ
Ｊ

覚
で
あ
る
。
斎
藤
自
得
か
ら
「
錦
袋
円
に
と

彼
は
、
寛
永
七
年
（
一
六
三

〇
）
に
出
羽
国
雄
勝
郡
八
幡
村

（
今
の
秋
田
県
湯
沢
市
）
に
生

ま
れ
た
。
十
二
歳
の
時
、
同
国

岩
井
川
の
龍
泉
禅
寺
に
入
り
、

十
九
歳
の
時
に
出
家
。
地
方
の

名
刹
大
寺
欠
訪
ね
て
修
行
を
重

ね
た
。
こ
の
修
行
中
、
中
国
か

ら
来
日
し
た
隠
元
に
教
え
夕
受

市民スポーツまつり

10月10日、午前10時から太陽が丘

了
翁
の
勧
学
院
建
立

い
ラ
薬
の
製
造
の
教
え
か
受
け
、

寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
、
江
戸

不
忍
池
の
畔
に
店
舗
を
開
い
て
、

そ
の
販
売
か
始
め
た
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
薬
は
、
携
帯
に
便
利

こ
こ
に
内
外
の
経
典
や
図
書
を

集
め
、
一
般
の
人
々
へ
の
自
由

閲
覧
の
便
宜
を
与
汽
だ
。

ま
た
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）

に
は
、
学
問
の
修
行
所
と
し
て

勧
学
院
敬
息
笠
し
た
。
了
翁

な
錠
剤
で
、
頭
痛
、
め
ま
い
、
は
こ
こ
で
、
天
台
教
の
講
義
を

た
ん
、
苫
、
謳
奮
苛
開
き
、
か
つ
儒
書
外
典
の
添

の
病
状
か
軽
減
す
る
効
能
が
あ

っ
た
と
い
う
。

あ
な
た
の
体
力
は
万
全
ぶ
ふ
。

さ
わ
や
か
な
秋
空
の
下
、
み
ん
な

で
跳
ん
だ
り
跳
ね
だ
り
し
て
、
汗

衆
心
し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
が
健
康

づ
く
り
の
第
一
歩
で
す
。

市
教
育
委
員
会
な
ら
び
に
市
体

育
指
導
委
員
会
、
市
健
康
’
つ
く
り

推
進
協
議
会
お
よ
び
Ⅲ
京
都
府
公

を
設
け
て
、
市
井
の
諸
人
に
も

参
学
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
講
義

園
公
社
で
は
、
体
育
の
日
に
「
第

三
回
市
民
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
」
を

開
き
ま
ず
。
楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
盛
り
だ
ぐ
さ
ん
で
す
。
家
族
や
、

グ
ル
ー
プ
で
ご
参
加
鴛
一
人
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
参
加
料
は
無

料
で
す
。
な
お
、
健
康
相
談
コ
ー

ナ
ー
も
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご

家
族
で
ご
参
加
を

ソ

十
人
、
後
に
な
っ
て
六
百
余
人

の
受
講
者
と
な
っ
た
。
十
七
世

紀
の
末
ご
ろ
に
は
、
こ
の
勧
学

院
に
も
諸
宗
の
学
徒
が
集
ま
り
、

特
に
天
台
の
学
徒
に
と
っ
て
は
、

立
身
出
世
の
道
場
に
も
な
っ
て

い
た
ぷ
フ
で
あ
る
。

宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
、
了

翁
は
七
十
八
歳
で
そ
の
生
涯
を

閉
じ
る
が
、
経
堂
や
勧
学
院
の

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
：
1
0
月
1
0
日
櫛
、
午
前

1
0
時
～
午
後
3
時
（
璽
大
中
止
）
▼

と
こ
ろ
・
：
太
陽
が
丘
（
各
会
場
へ

自
由
に
集
合
）
。

プ
ロ
グ
ラ
ム

▲親子で仲良く体力診断（昨年）

◎
ひ
と
汗
コ
ー
ナ
ー
…
親
子
健
康
体
操
、
リ
ズ
ム
運
動
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
フ
リ
ー
テ
ニ
ス
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
◎
測
定
（
挑
戦
）
コ
ー
ナ
ー
・
：
体
力
診
断
大
人
・
子
戸
石
コ
ー
ス
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
マ
シ
ン
に
挑
戦
、
ス
ピ
ー
ド
ガ
ン
測
定
、
百
メ
ー
ト
ル
世
界
記
録
に
挑
戦
、
湊
扱
力
測
定
、
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
◎
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
…
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
グ
ー
ム
、
ク
ラ
フ
ト
（
竹
細
工
外
）
、
輪
投
げ
、
パ
ラ
バ
ル
ン
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
綱
引
き
・
縄
飛
び
ｅ
大
会
コ
ー
ナ
ー
…
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
（
教
室
コ
ー
ス
三
♂
、
練
習
コ
ー
ス
四
♂
、
挑
戦
コ
ー
ス
五
Ｊ
）
◎
ミ
ニ
教
室
・
ひ
ろ
ば
・
：
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
、
軟
・
硬
式
テ
ニ

建
立
で
、
文
化
・
教
学
に
果
た

し
た
功
績
は
、
計
り
知
れ
な
い

は
芦
夭
き
い
。
そ
れ
は
、
単
に

黄
薬
文
化
・
黄
薬
学
の
中
の

ス
、
サ
ッ
カ
ー
。
軟
式
野
球
。

（
市
民
体
育
課
）

◇
◇
◇

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

▼
と
き
・
：
1
0
月
2
1
日
間
、
午
前

第1野球場

－

バッティングマシン

スピードガン測定

一
コ
マ
で
は
解
消
さ
れ
な
い
、

日
本
文
化
へ
の
深
い
刻
印
ｍ

し
た
も
の
と
い
え
る
だ
る
コ
。

（
歴
史
資
料
室
）

▲「江戸名所図絵」に見る錦袋円の販売所

9
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
・
・
木
幡
中
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
▼
種
目
・
・
・
車
い
す

の
ス
ラ
ロ
ー
ム
、
障
害
急
歩
な
ど

障
害
の
程
度
に
合
わ
せ
た
各
種
競

技
▼
申
し
込
み
・
問
い
＜
ｉ
ａ
ｃ
＼
－

1
0
月
9
日
ま
で
に
市
民
体
育
課

（
豊
⑩
1
1
4
1
）
へ
。

（
市
民
体
育
課
）

市
民
歩
こ
う
会

〔
兼
京
都
府
縦
断
歩
こ
う
会
〕

▼
と
き
・
・
・
一
…
一
月
1
4
日
㈲
、
午
前

8
時
半
に
京
阪
六
地
蔵
駅
前
簒
に

（
雨
天
の
場
合
は
Ｉ
…
一
月
2
1
日
間
に

延
期
）
▼
マ
ー
ス
上
ハ
地
蔵
1

（
バ
ス
）
↓
東
野
↓
牛
尾
墾
Ｔ
パ

ノ
ラ
マ
台
↓
幻
住
庵
↓
石
山
寺
駅

（
解
散
）
の
徒
歩
行
程
約
穆
Ｅ
メ
ー

ト
ル
▼
交
通
費
・
：
各
自
負
担
▼
持

参
品
・
：
弁
当
、
水
筒
甫
具
▼
問
い

合
わ
せ
…
木
村
長
次
（
豊
⑩
3
6

3
3
）
さ
ん
へ
。
（
市
民
体
育
課
）

家
庭
婦
人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

▼
と
き
・
：
1
1
月
1
8
日
間
、
2
5
日

面
、
午
前
9
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
：

関
西
ヤ
マ
ザ
キ
京
都
工
場
体
育
館

ほ
か
▼
参
加
資
格
・
・
・
市
内
在
住

の
既
婚
婦
人
。
メ
ン
バ
ー
は
Ｈ
月

1
8
日
現
在
で
、
2
5
歳
以
上
で
あ
る

こ
と
。
た
だ
し
、
か
つ
て
全
国
大

会
（
高
校
の
大
会
は
除
ぐ
）
に
出

場
し
た
こ
と
の
あ
る
人
は
、
3
5
歳

以
上
で
あ
る
こ
と
▼
チ
ー
ム
編
成

・
・
・
監
督
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
各
Ｌ
人
、

選
手
1
3
人
以
内
の
計
1
5
人
以
内

（
監
督
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
も
家

④
匡］

日田［］

－－－－－一田Ｅ旧

テニスコート

軟・硬式テニス

球技場Ｂ一

親子健康体操
リズム運動

ミニサッカー
パラバルン・．，
レクゲーム壽

輪投げ

回

クラフト

フォークダンス
トランポリン

健康相談コーナー

陸上競技場一

万

ト

庭
婦
人
が
望
ま
し
い
）
▼
参
加
費

…
一
チ
ー
ム
千
五
百
円
▼
申
し
込

み
…
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
参
加
費
夕
添
え
て

1
0
月
1
6
日
ま
で
に
市
民
体
育
課
へ

直
接
ま
た
は
現
金
書
留
ｐ
”

な
お
、
競
技
規
則
、
抽
選
会
な

ど
詳
に
｝
ぐ
は
、
申
し
込
み
後
に
通

知
し
康
司
吊
民
体
育
課
）

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

指
導
者
養
成
講
習
会

▼
と
き
・
・
・
一
…
一
月
1
3
日
出
午
後
3

時
～
1
4
日
面
午
後
4
時
半
（
Ｌ
泊

2
日
）
と
、
1
0
月
1
7
日
Ｉ
Ｈ
月
2
1

日
の
毎
週
水
・
金
曜
日
の
ｕ
Ｂ
問
、

・
午
後
7
壁
Ｔ
9
時
半
▼
と
こ
ろ

・
・
・
1
0
月
1
3
・
1
4
日
は
、
く
つ
わ
池

青
少
年
山
の
家
。
そ
の
他
の
日
は

宇
治
市
公
民
館
▼
対
象
・
：
市
民
ま

た
は
市
内
に
勤
務
し
て
い
て
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
指
導
者
と
し

て
役
立
と
う
と
考
え
て
い
る
人
▼

定
員
・
・
・
4
0
人
程
度
（
先
着
順
）
▼
参

加
費
・
、
・
四
千
五
百
円
（
宿
后
・
食

事
代
、
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
）
▼
申

し
込
み
・
・
・
参
加
費
夕
添
え
て
市
民

体
育
課
へ
。

講
習
会
修
了
者
は
、
日
本
レ
ク

以
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
公
認
2
級
指

導
員
の
申
請
資
格
が
取
得
盲
笙

す
。
（
市
民
体
育
課
）

競技場Ａ－

フリーテース

バレー，－Ｋール

バドミントン

ドッジボール

ゲートボール

インディアカ

綱引き

繩飛び

な

白色申告者に

記帳義務など法制化

昭
和
五
十
九
年
度
の
所
得
税

法
等
の
改
正
に
よ
り
、
事
業
所

得
、
不
動
産
所
得
ま
た
は
山
林

所
得
（
以
下
「
事
業
所
得
等
」
）

の
あ
る
人
を
対
象
に
、
記
帳
制

度
や
記
録
保
存
制
度
、
収
支
内

訳
書
添
付
制
度
、
総
収
入
金
額

票
崩
度
な
ど
が
法
制
化
さ
れ

ま
し
た
。
あ
ら
ま
Ｌ
ほ
、
次
の

通
り
で
す
。
な
お
、
説
明
会
が

開
か
れ
ま
ゐ
で
最
寄
り
の
会

場
へ
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

〈
記
帳
制
度
〉

昭
和
五
十
八
年
分
ま
た
は
五

十
九
年
分
の
確
定
里
暑
等
に

よ
る
、
事
業
所
得
等
の
金
額
の

合
計
額
（
以
下
『
基
準
所
得
金

額
』
）
が
三
百
万
円
を
超
え
る
人

は
、
帳
簿
か
備
え
付
け
、
総
収

入
金
額
や
必
要
経
費
を
記
録
し
、

七
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
五
十
八
年
分
の
基
牽

所
得
金
額
が
三
百
万
円
か
超
え

る
人
（
五
十
九
年
十
二
月
三
十

一
日
で
判
定
）
は
、
六
十
年
一

月
一
日
か
ら
。
ま
た
、
五
十
八

年
分
で
は
対
象
に
な
ら
な
い
が
、

五
十
九
年
分
の
基
準
所
得
金
額

が
三
百
万
円
か
超
え
る
こ
と
に

な
る
人
（
六
十
年
三
月
三
十
一

日
で
判
定
）
は
、
六
十
年
四
月

一
日
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
記
録
す
る

こ
と
に
な
り
ま
ず
。

〈
記
録
保
存
制
度
〉

事
業
所
得
等
の
あ
る
人
で
、

記
帳
制
度
の
対
象
に
は
な
ら
な

い
人
で
も
、
①
五
十
八
年
分
の

確
定
里
暑
か
提
出
し
た
人
、

②
五
十
九
年
分
の
確
定
里
暑

吏
陛
後
述
ず
る
総
収
入
金
額

報
告
書
か
提
出
す
る
人
は
、
そ

の
業
務
に
関
し
て
作
成
・
受
領

し
た
帳
簿
や
書
類
（
決
算
関
係

書
類
、
請
求
書
、
領
収
書
等
）

を
五
年
間
保
存
ず
る
こ
と
と
さ

れ
ま
し
た
。

な
お
、
①
に
該
当
す
る
人
は

六
十
年
一
月
一
日
以
後
、
②
に

該
当
す
る
人
は
一
八
十
年
四
月
一

日
以
後
の
取
引
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
保
存
ず
る
こ
と
に
な
り
ま
ｙ
。

〈
収
支
内
訳
書
添
付
制
度
〉

事
業
所
得
者
等
が
確
定
申
告

書
か
提
出
す
る
場
合
、
五
十
九

年
分
か
ら
は
。
こ
れ
ら
の
所
得

に
係
る
総
収
入
金
額
や
必
要
経

費
の
内
容
を
記
載
し
た
収
支
内

訳
書
か
添
付
す
る
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
。

〈
総
収
入
金
額
報
告
制
度
〉

事
業
所
得
等
の
総
収
入
金
額

の
合
計
額
が
五
千
万
円
を
超
え

る
人
（
確
定
里
暑
提
出
者
は

除
ぐ
）
は
、
総
収
入
金
額
報
告

書
蔵
そ
の
年
の
翌
年
三
月
十

五
日
ま
で
に
税
務
署
に
提
出
す

る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
（
五
十

九
年
分
か
ら
適
用
）
。

な
お
、
今
回
の
法
制
化
は
白

色
申
告
者
に
対
す
る
も
の
で
、

い
ず
れ
の
場
合
も
青
色
申
告
者

か
殴
き
ま
す
。

説明会日程表
ｒｔ

とき ところ ｐ1

万

10／23（刈

群

1れぷ

時1

相楽会館 木津町木津上戸

10／24（＊） 宇治市民会館 宇治市宇治里尻

10／26（勿 城陽市福祉センター城陽市寺田東ノロ

10／29（哺 田辺中央公民館 田辺町田辺丸山

374

宇
治
市
史

の
窓

市民スポー

ツまつり会場の

ごあんない

所得税法等改正
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人付き合いを学ぶ公民館のお知らせ自
由
・
平
等
に

生
き
る
た
め

私
た
ち
の
周
り
に
は
、
昔
な

が
ら
の
し
磨
歩
や
、
迷
信
、

不
合
理
な
も
の
の
見
方
や
古
い

考
兄
方
が
、
た
く
さ
ん
残
っ
て

い
未
了
。
そ
れ
ら
は
、
私
た
ち

の
牛
活
に
大
貫
鯵
響
を
与
凡

て
い
る
ほ
か
、
同
和
問
題
を
存

続
さ
せ
、
色
々
な
差
別
夕
支
え

て
い
る
場
合
が
多
く
あ
り
未
す
。

同
和
問
題
を
解
決
し
な
け
れ

私
た
ち
の
一
生
に
は
多
様
な
人

間
関
係
が
生
じ
て
章
示
罵
今
回

の
婦
人
講
座
や
ほ
、
家
庭
や
地
域

社
＜
ｉ
Ｒ
＼
＾
い
か
に
人
付
立
口
を
す

れ
ば
よ
い
か
ｍ
習
し
柔
ｙ
。
婦

人
の
皆
さ
ん
の
多
数
の
ぶ
賢
を

お
待
ち
し
て
い
卓
子
。

▼
日
程
・
テ
ー
マ
…
右
下
表
▼

と
き
・
：
い
ず
れ
も
午
前
9
時
半
～

○宇治市公民館…宇治里尻71の

9（ｎ低2804）

○宇治市木幡公民館…木幡内畑

34の7（ｔＳ⑩8290）

○宇治市小倉公民館…小倉町寺

内91（ａ⑩4687）
終

ば
、
不
合
理
な
も
の
や
非
民
主

的
な
も
の
が
改
め
ら
れ
ず
に
残

（木幡公民館で）▲昨年め婦人学級から

正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
木
幡
公
民
館
▼

対
象
・
・
・
市
内
在
住
の
婦
人
で
全
回

出
席
で
き
や
ハ
▼
費
用
・
・
・
年
賀
状

作
り
の
教
材
費
千
五
百
円
（
予
定
）

が
必
要
で
す
▼
定
員
…
3
0
人
（
応

募
多
数
の
握
ほ
綸
迢
）
▼
甲
し

込
み
・
・
・
往
復
は
が
き
に
「
人
間
関

係
を
学
ぶ
婦
人
講
座
受
講
希
誤

と
書
戈
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
か
明
記
し
て
、
1
0
月
8

日
（
必
着
）
ま
で
に
木
幡
公
民
館

へ
▼
保
育
・
：
満
2
歳
以
上
の
そ
と

も
を
保
育
し
季
ｙ
。
定
員
2
0
人
。

受
講
申
し
込
み
時
に
、
幼
児
の
氏

名
、
性
別
、
生
年
月
日
か
書
い
て

申
ト
送
ん
で
ぐ
だ
さ
い
。
お
や
つ

代
四
百
五
十
円
か
必
要
で
す
。

（
木
幡
公
民
館
）

「
女
と
法
律
」
を
テ
ー
マ
に

婦
人
問
題
講
演
会

宇
治
市
公
民
館
で
は
、
自
主
婦

人
講
座
「
つ
ば
さ
」
サ
ー
ク
ル
と

共
催
で
講
演
ｍ
開
孝
乖
ｙ
。

今
や
人
生
八
十
年
の
時
代
・
：
私

た
ち
の
老
後
は
、
年
金
は
戸
Ｘ
座

る
の
？
…
と
不
安
が
胸
を
よ
ぎ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、

増
え
て
い
る
離
婚
、
そ
の
後
の
自

立
と
牛
活
、
そ
し
て
勇
女
雇
用
平

等
法
な
ど
が
テ
ー
マ
で
す
一
。

▼
と
き
・
・
・
1
0
月
2
4
日
叫
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
↓
落
市

公
民
館
三
階
大
会
議
室
▼
テ
ー
マ

や
市
民
の
課
題
と
さ
れ
て
い
る

の
は
、
こ
の
ぶ
つ
に
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
に
共
準
ｙ
る
課
題
で

あ
る
か
ら
で
す
。

今
日
な
お
、
同
和
地
区
の
人

た
ち
に
対
し
て
の
就
職
差
別
や

結
婚
差
別
が
跡
夕
梧
つ
て
い
ま

…
「
女
と
法
律
」
－
明
日
の
女
性

の
た
め
に
▼
講
師
・
・
・
松
尾
道
子
弁

護
士
（
著
書
「
楽
兄
で
ま
ず
共

働
き
」
「
は
ず
ん
で
ま
で
丑
ハ
働
濾

創
几
社
▼
申
し
込
み
・
・
・
受
講
希
望

の
人
は
、
当
日
会
場
に
お
越
し
ぐ

だ
さ
い
。
入
場
無
料
▼
保
育
（
2

歳
以
上
）
・
・
・
ご
希
望
の
人
は
、
宇

治
市
公
民
館
へ
電
話
で
申
し
込
ん

で
ぐ
だ
さ
い
。
定
員
1
5
人
（
先
着

順
）
。
お
や
つ
代
5
0
円
が
必
要
で

す
。
1
0
月
1
日
か
ら
驀
扮
け
。

（
早
島
市
公
民
館
）

で
あ
る
と
り
＆
箭
と
認
識
が
、

ま
だ
ま
だ
不
｝
」
分
で
あ
る
こ
と

忿
ｙ
し
て
い
‘
’
ヂ
。

し
か
し
、
昨
年
、
世
界
人
権

宣
言
三
十
五
周
年
の
記
念
行
事

が
世
界
各
国
で
、
全
国
各
地
で

行
ｐ
れ
た
こ
と
や
、
国
際
婦
人

差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を

さ
れ
る
の
で
す
。
そ
の
こ
と
が
、

私
た
ち
の
「
幸
せ
に
、
自
由
に
、

平
等
に
牛
百
た
い
」
と
い
之
同

い
が
そ
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
ず
。
同
和
問
題
か
阜

急
に
解
決
す
る
こ
と
が
、
国
民

せ
ん
。
ま
た
、
悪
質
な
差
別
落

書
や
文
書
な
ど
の
問
題
が
起
こ

っ
て
い
未
Ｋ
こ
の
こ
と
は
、

同
和
問
題
が
人
間
の
自
由
と
平

等
と
に
関
す
る
問
題
で
あ
り
、

華
ぷ
的
人
権
に
か
か
わ
る
課
題

年
、
国
際
障
害
者
年
を
契
機
に
、

人
権
か
尊
重
し
、
同
和
地
区
に

対
す
る
差
別
を
は
じ
め
、
あ
ら

ゆ
る
差
別
忿
な
ぐ
し
て
い
く
努

ガ
が
行
り
れ
て
い
毒
7
。

い
ま
一
度
、
家
庭
や
職
場
、

人間関係を学ぶ婦人講座・日程表

月日
－アーマ

爵師
ｗ／ｍ開講式現代人の暮らし方と考え方 奈良県立短期大孚教授橋爪勝次さん

ｗ／ｚｍ人付き合いの基本
ＫＢＳ京ｎＴ＋ウンサー武ｊｔまさん

10／3≪幻家族間．近隣での望ｔしい付き合い方京都紅期大字講師村岡洋子きん

ｌｌ／5（ｆｊ）同性限異性蜀の付き合いを考える 弁護士松尾遣子きん

ｎ／ほ幻子供の実Ｂからみた大人の付き合い 市紋委．青少年対策室青少年専門指導員

ｌｌ／Ｉ削’ぉしん．に学ぷ人間関係
ＮＨＫ大阪放送局テ＾レグター津村節子さん

ｎｎ鯛よりよい人間関係をめざして市教委．社会教育指導員

12／3（9心と屯の文流を一年賀状づくり－ 京都芸Ｋｉｔｓｉｎ大学元．講！≪，・；囲誠さん

12／100）

宇
治
自
然
史
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

宇
治
市
公
民
館
で
は
、
宇
治
自

然
史
ク
ラ
ブ
の
会
員
か
募
集
。

▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住
の
小
学
校

5
・
6
年
生
、
中
学
生
、
高
校
生

▼
定
員
・
・
・
2
5
人
（
先
着
順
）
▼
心
一

費
・
：
五
百
円
（
半
年
）
。
野
外
学

習
の
交
通
費
は
自
己
負
担
▼
例
会

・
・
・
右
下
表
▼
心
一
場
・
・
・
宇
治
市
公
民

館
▼
指
導
者
↓
用
健
次
’
兄
▼

申
し
込
み
・
・
・
宇
治
市
公
民
館
へ
電

話
か
、
直
接
来
館
で
。

（
宇
治
市
公
民
館
）

秋
の
歴
史
探
訪

長
岡
京
を
訪
ね
て

秋
の
一
日
、
長
岡
京
市
の
史
跡

近
隣
な
芦
私
た
ち
の
身
近
な
と

こ
ろ
尽
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
ま
で
気
付
か
な
い
で
い
た

こ
と
が
。
差
別
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
と
、
心
当
た
る
こ

と
が
き
っ
と
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
よ
シ
か
。

1
1
1
1
1
Ｓ
Ｉ
Ｉ
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
↓
1
1
1
1

「
同
和
問
題
と
人
権
」
シ
リ

ー
ズ
は
今
回
で
最
終
回
。
同
和

問
題
を
正
し
ぐ
知
り
、
理
解
を

深
め
る
た
め
皆
さ
ん
と
一
緒
に

考
苓
羨
呆
に
巡
。
今
後
と
も
、

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、
お
互

い
に
人
権
か
尊
重
し
合
い
、
差

別
の
な
い
明
る
い
襲
翠
桑
く

た
め
に
努
力
1
ま
し
ょ
う
。

（
同
和
対
策
室
）

宇治自然史グラフ例会・日程表

月日 とき
－アーマ

10／13ＣｔＪ午後2時～‘4時 オリエンテーション鉱物の種類について

ｉｏ／2ｉ（］）報器～ 野ｎ－学習（滋賀県田上一湖南アル

プス）岩石・虻物の探集・調査

ｌｌ／10（ｔ）72゛～ 宇渋川流域の岩石・地質（ｌ）

ｎ／ｍ日）報器～ 野外学Ｓ（宇治市池尾－真攬山方

面）岩石・鉱物の採集・調査

12／15ｔｉ）4≫＃ 宇治川流域の岩石・地質Ｏ

12／25（心
午＊Ｉ10時～午後2時

つどいの会

1／副 ぶ麦2時～ 宇治市周辺の地質Ｈ作成

2／17日 報ｔ 野ｎ学ｉｈｌ（宇治田原、町鴻崖谷方ＩＳ）

化石採集・調査

2／23（＋Ｊぶ麦2時～ 岩石・化石標本の整理

3／9出 ぶ麦2時－ 学習のまとめ

や
文
化
財
の
歴
史
敬
た
ど
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
・
・
・
1
0
月
7
日
㈲
、
午
前

1
0
時
～
午
墜
蒔
▼
行
程
・
：
長
岡

京
の
大
極
殿
跡
↓
長
岡
京
築
地
跡

↓
向
日
神
社
↓
元
稲
荷
古
墳
↓
五

ヶ
原
古
墳
↓
桓
武
天
皇
皇
后
陵
↓

竪
箪
塚
古
墳
▼
講
師
・
・
・
社
会
教

育
課
職
員
▼
集
合
・
・
・
午
前
1
0
時
、

阪
急
「
西
向
Ｅ
駅
」
簒
に
▼
服
装

・
・
・
軽
装
で
は
き
な
れ
た
靴
▼
持
ち

物
・
・
・
弁
当
、
水
筒
、
雨
具
、
筆
記

用
具
な
ど
▼
費
用
・
・
・
交
通
費
は
各

自
負
担
ｙ
定
員
・
・
・
5
0
人
（
先
着
順
）

幼
児
・
児
童
に
は
必
ず
保
護
者
が

同
伴
の
こ
と
▼
申
し
込
み
…
宇
治

市
公
民
館
へ
電
話
か
来
館
で
。

（
宇
治
市
公
民
館
）

子
ど
も
映
画
会

▼
と
き
…
一
…
河
1
3
Ｅ
出
、
午
後

1
時
Ａ
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
小
倉

公
民
館
▼
上
映
映
画
…
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
「
か
し
き
の
砂
」
1
5
分
・

「
幽
霊
屋
敷
以
丿
分
、
廻
爵
展

白
川
川
下

福
留
健
勝
ち
ゃ
ん

画
「
イ
ル
カ
と
少
年
」
4
5
分
。
幼

児
に
は
必
ず
保
護
者
が
同
伴
し
て

く
だ
さ
い
。
（
小
倉
公
民
館
）

　
お
話
し
会

▼
と
き
・
・
・
一
…
一
月
1
7
日
困
、
2
4
日

　
市
職
員
の
募
集

宇
治
市
職
員
を
募
集
し
津
ｙ
。

○
一
般
事
務
職
・
・
・
昭
和
3
5
年
ｔ
月

2
日
～
4
2
年
4
月
1
日
に
生
ま

れ
、
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
が
高

校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る

人
。
若
干
名
。

回
土
木
技
師
・
・
・
昭
和
3
2
年
4
月
2

日
1
4
2
年
4
月
1
日
に
牛
策
れ
、

高
校
以
上
の
学
校
で
土
木
の
課

程
を
修
得
し
た
男
子
ま
た
は
、

6
0
年
1
月
に
修
曾
包
み
の
男

ジャンボサイズでおおらかなた

けるちゃん。お姉ちゃんと仲良く

遊んでいます。

この欄に掲載するお子さん（58年

10月生まれ）を募集します。広報課

（ｎ＠3ｉ4ｉ）へご連絡ください。

―
―

叫
い
ず
れ
も
午
後
3
時
Ａ
時

半
▼
と
こ
ろ
・
：
小
倉
公
民
館
保
育

室
▼
内
容
・
：
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝

居
、
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
な
ど

▼
お
話
し
・
：
「
絵
本
の
合
会
員

▼
対
象
・
・
・
幼
児
と
小
学
校
低
学
年
。

当
日
、
直
奨
蕩
へ
お
越
し
ぐ

だ
さ
い
。
子
μ
も
の
本
の
読
書
相

談
マ
ー
ナ
ー
も
同
時
開
設
。

（
小
倉
公
民
館
）

　
小
倉
公
民
館
菊
花
展

作
品
を
募
集

小
菊
盆
栽
牽
甲
心
と
し
た
第
3

回
菊
花
展
蔵
1
1
月
1
7
日
出
・
1
8

日
面
に
開
き
ま
す
。
日
ご
ろ
、
丹

精
を
込
9
皐
入
れ
レ
た
あ
な
た

の
作
品
蔵
ぜ
ひ
出
品
し
て
ぐ
だ

さ
い
。
出
品
に
っ
い
て
の
お
問
い

ふ
お
せ
は
、
小
倉
公
民
館
へ
。

（
小
倉
公
民
館
）

子
。
若
干
名
。

○
電
気
技
師
・
・
・
昭
和
2
7
年
ｔ
月
2

日
～
4
2
年
4
月
1
日
に
生
次
れ
、

電
気
主
任
技
術
者
の
資
格
夕
肴

す
る
男
子
。
Ｌ
人
。

〈
第
－
次
試
験
〉
▼
と
き
・
・
・
1
1

月
4
日
凹
午
前
1
時
4
0
分
か
ら

▼
と
こ
ろ
↓
石
中
学
校
▼
申
し

・
込
み
・
・
・
市
販
の
履
歴
書
（
来
春
、

高
校
卒
業
見
込
み
の
人
は
、
近
畿

高
等
学
校
統
一
用
紙
か
添
削
の
こ

と
）
に
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、

最
近
6
ヵ
月
以
内
に
撮
影
の
写
真

か
ほ
り
、
申
込
書
忿
阿
え
て
職
員

課
へ
提
出
し
て
ぐ
だ
さ
り
郵
送

で
の
受
け
付
随
し
ま
せ
ん
。
実

施
要
項
と
申
込
書
は
職
員
課
に
あ

り
ま
ｙ
▼
受
付
期
間
・
・
・
1
0
月
1
日

囲
―
Ｏ
）
日
§
°
（
職
員
課
）

　
秋
・
春
の
市
営
結
婚

挙
式
希
望
者
を
募
集

市
で
は
、
市
営
結
婚
式
を
市
民

会
館
で
実
施
。
今
秋
と
来
春
の
挙

式
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
挙
式
可
能
日
・
：
1
0
月
2
1
日
困
、

Ｈ
月
1
8
日
面
・
3
0
日
輿
昭
和
6
0

市民絵画展（市民文化祭絵画の
部）へ

あなたの力作を

第
Ｉ
Ｍ
回
早
治
市
民
絵
画
展
実

行
委
員
会
で
は
、
今
秋
オ
ー
プ

ン
す
忌
落
市
文
化
セ
ン
タ
ー

年
2
月
3
日
㈲
・
1
0
日
㈲
・
2
4
日

間
、
3
月
3
日
㈲
・
1
7
日
間
▼
挙

式
時
間
…
午
前
1
0
時
と
午
後
Ｌ
時

の
2
回
▼
予
約
一
・
・
1
0
月
1
3
Ｅ
ま
で

に
、
市
民
会
館
（
至
里
尻
7
1
の

9
、
電
話
＠
1
8
4
）
へ
予
約

し
ア
ぐ
だ
さ
い
。
こ
の
期
間
以
外

は
受
け
付
け
で
康
ま
せ
ん
。
な
お
、

挙
式
日
の
1
5
日
前
ま
で
に
挙
式
料

二
千
円
奎
添
え
て
申
込
書
夕
提
出

し
て
ぐ
だ
さ
い
。
詳
し
い
こ
と
は
、

市
民
会
館
へ
。

（
牢
舎
市
民
会
館
）

　
勤
労
者
将
棋
大
会

▼
と
き
・
・
・
1
0
月
2
8
Ｅ
㈲
、
午
前

9
時
半
驀
将
け
、
1
0
時
開
始
▼

と
こ
ろ
・
・
・
雲
阻
秘
セ
ツ
ル
メ
ン

ト
▼
参
加
資
格
・
・
・
宇
治
市
、
城
陽

市
、
久
御
山
町
に
在
住
吏
陛
動

務
す
弔
人
▼
級
別
・
・
・
Å
級
＝
―
段

程
度
以
上
、
Ｂ
級
1

程
度
、
ｃ
級
＝
4
級
1
7
級
程
度
、

Ｄ
級
＝
初
心
者
▼
申
1
込
み
・
：
1
0

月
2
0
日
出
の
正
午
ま
で
に
、
参
加

費
一
人
千
円
奎
蛮
〈
刄
宇
治
労

働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
（
雲
⑤
2
3
1

5
）
へ
。
（
交
通
労
政
課
）

　
市
民
茶
香
服
大
会

▼
と
孝
：
一
…
月
7
日
面
、
午
後

6
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
市
民
会

で
市
民
絵
画
展
（
市
民
文
化
祭

絵
画
の
部
）
を
開
孝
示
ｙ
。
日

ご
ろ
の
力
作
か
ぷ
る
っ
て
出
品

し
て
ぐ
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
・
・
1
1
月
1
6
日
廊
～
2
0

日
叫
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
市
文
化

セ
ン
タ
ー
内
、
中
央
公
民
館
▼

内
容
・
：
日
本
画
、
洋
画
、
版
画
、

水
彩
回
▼
形
式
…
ア
ン
デ
パ
ン

ダ
ン
で
批
吃
緊
実
施
▼
出
品

点
数
・
・
・
Ｌ
Ｔ
点
▼
資
格
・
：
市

民
次
た
は
市
内
に
通
動
・
通
学

（
高
校
生
以
上
）
し
て
い
る
人

▼
申
に
込
み
・
・
・
辺
砧
甘
出
ま

で
に
襲
薮
育
課
内
市
民
文
化

祭
実
行
委
員
心
一
事
務
局
へ
▼
作

品
の
搬
入
・
・
・
Ｕ
俣
貨
吊
、
午

後
3
時
ｒ
6
時
。
搬
出
は
ｕ
月

2
0
ｔ
ｕ
ｇ
’
午
後
4
－
6
時
。

（
社
会
教
育
課
）

館
三
階
▼
試
合
方
法
・
・
・
団
体
戦
▼

チ
ー
ム
編
成
・
・
・
一
チ
ー
ム
ー
人
▼

参
加
料
・
：
一
チ
ー
ム
千
円
▼
申
し

込
み
・
・
・
辺
月
5
日
倒
ま
で
に
、
白

川
川
上
ぴ
谷
3
7
、
小
島
佳
剛
弐
λ

（
Ｂ
Ｑ
ｃ
＾
ｊ
≪
ｏ
6
）
へ
。

（
宏
雨
茶
業
青
年
会
・
農
林

茶
業
課
）

　
京
都
府
施
設
見
学
会

府
政
に
対
す
る
理
解
夕
深
め
て

い
た
だ
ぐ
ぃ
重
も
に
、
府
民
の
声

を
府
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
京

都
府
泰
昏
學
会
を
開
曝
乖
ｙ
。

▼
と
き
・
・
・
1
0
月
1
9
貝
圀
、
午
前

9
時
～
午
後
5
時
▼
簒
？
解
散

・
・
・
京
都
府
栄
治
総
合
庁
舎
▼
見
学

先
・
：
計
量
検
定
所
↓
総
合
資
料
館

↓
植
物
園
↓
京
都
御
所
↓
山
城
総

合
運
動
公
園
▼
対
象
・
・
・
2
0
歳
以
上

の
市
民
（
Ｈ
Ａ
Ｗ
）
同
伴
は
ｔ
ｊ
ｍ

く
だ
さ
い
）
▼
定
員
・
・
・
5
0
人
（
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼

費
用
・
：
無
料
。
昼
食
な
ど
は
各
自

持
参
▼
申
し
込
み
・
問
い
命
わ
せ

・
：
往
復
は
が
き
に
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
か
萌
記

の
上
、
宇
治
若
森
7
の
Ｉ
宇
治
地

方
振
興
局
総
務
課
（
豊
⑩
2
1
0

1
）
へ
▼
受
付
期
間
・
・
・
1
0
月
9
日

脚
の
消
印
の
あ
る
も
の
ま
で
有
効
。

（
宇
治
地
方
振
興
局
）
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婦人講座の受講者募集

同
和
問
題
と
人
権
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宇
治

茶
ま
つ
り

1
0
月
7
日
興
聖
寺
・
塔
の
島
一
帯

▲多くの市民らでにぎわった昨年の茶ま

つり（塔の島で）

宇
治
の
伝
統
行
平
」
卜
茶
ま
つ

臼
が
、
十
月
七
Ｅ
、
興
聖
寺
と
宇

治
川
塔
の
島
を
中
心
に
繰
り
広
げ

ら
れ
未
了
。

秋
の
一
日
、
ご
家
族
で
お
出
か

け
ぐ
だ
さ
い
。

塔
の
島
で
は

野
点
や
模
擬
店

▽
名
水
く
み
上
げ
の
儀
・
：
午
前
9

時
か
息
落
橋
三
の
間
で
。

▽
茶
つ
ぼ
口
切
り
の
儀
・
：
午
前
1
0

時
か
ら
興
聖
寺
飛

▽
茶
せ
ん
塚
供
養
・
：
使
い
古
さ
れ

た
り
、
こ
わ
れ
た
茶
せ
ん
の
供

養
が
午
前
十
一
時
半
か
ら
興
聖

寺
山
門
前
で
。

▽
茶
席
・
・
・
本
席
は
興
聖
寺
書
院
、

副
席
は
宇
治
神
社
で
。

▽
塔
の
島
で
の
催
し
・
：
野
点
席
、

お
茶
の
み
コ
ン
ク
ー
ル
、
模
擬

店
、
茶
せ
ん
即
売
、
炭
山
陶
器
即

売
、
植
木
市
、
宇
治
茶
の
接
待

な
ぺ
沁
右
も
午
前
1
0
時
か

ら
午
後
3
時
ま
1

▽
前
売
券
・
・
・
二
千
円
（
茶
席
券
、

そ
ば
券
、
宇
治
川
遊
船
ご
乗
船

券
な
ご
Ｌ
点
）
、
宇
治
商
工
会

丿
議
所
、
観
光
協
会
、
市
内
の
茶

販
売
店
で
発
売
中
。

▽
問
ｋ
Ｂ
せ
・
・
・
宏
謡
工
会
議

所
（
酋
⑩
3
1
0
1
）
へ
。

（
商
工
観
光
課
）

燃えないゴミ（市役所清掃事務所電話22－3141）し尿（城南衛生管理組合電話075－631ー5171）

木幡（平尾、須留、御蔵山、畑山田、御園、陣ノ10／117内、赤塚、花揃、金草原、北畠、桧尾、北山畑、国鉄以東の正中・東中）
六地蔵・木幡・五ヶ庄・菟道・炭山・笠取地域

122内畑、西中、中村（国鉄以西）、大瀬戸（国鉄以西）、壇ノ東、西浦、熊小路、南端（国鉄以西）
223大林、梅林、芝ノ東（国鉄以西）、西浦一部

六地蔵（全域）木幡（河原、北島、西中、内畑、大瀬戸、西浦、

218中村、南山畑、南山、南端、国鉄以西の正中・東中）

五ヶ庄（広岡谷、国鉄以東の芝ノ東）

425寺界道、古川、西田、北ノ庄、野添、谷前、西浦一部、梅林官有地、大林一部・
526西浦一部、新開、平野府営住宅、折坂一部
627福角（国鉄以西）、日皆田、岡本、上村、大八木島
829車田一部、平町、一里塚、戸ノ内（棋島飛地）
930車田、丸山、出口（国鉄以西）、森本（国鉄以西）、谷下り（国鉄以西）

木≪（熊小路）五ヶ庄（雲雀島、谷前．西田．古川、北ノ庄、西川

19原．壇ノ東．寺界道、野添、大林、梅林、西3浦、新開、平野、折坂、福角、一・二・三番

割、国鉄以西の芝ノ東、高峰山）菟道（平町）

1131福角（国鉄以東）、折坂（国鉄以東）、平野、一番割、二番割、三番割一部
1211／1西浦（国鉄以東）、二番割、芝ノ東（府道両側）、南端（国鉄以東）
1311／＾芝ノ東（府道以東）、広岡合、南山（Ａ）、中村（さつきヶ丘）
1511／も南山（Ｂ）、金草原
16南山畑、北山畑、大瀬戸（国鉄以東）、中村（国鉄以東）、東中（国鉄以東）北畠一部

五ヶ庄（大八木島、上村、岡本、日皆田、一里塚、戸ノ内．京大宿舎）

菟道（平町を除く全域）420明星町（全域）

志津川（全域）宇治（山本、乙方、東内．又振、山田）

17北畠．桧尾、平尾、須留
18花揃．赤塚．陣之内（国鉄以東）、御園、御蔵山、畑山田、北御園、正中（国鉄以東）町並一部

19北御蔵山（平尾）、中御蔵山、町並、奈良町、畑町炭山令域
20引渥―1管胆譜丿超伊鉄以西）、陣之内（国鉄以西）、河原、北島、徳永、柿．

23笠取

宇治（里尻、小桜、宇文字、壱番、妙楽．蓮華、塔川．善法、東山、下居、琵琶．，野神、弐番．

522池森、米阪、矢落、若森、国鉄以南の天神）白川（全域）

折居台（全域）

白川・志津川・菟道・宇治・神明・広野町・関町・大久保町地域

森本（国鉄以東）、段ノ上、薮里、東西隼上り、東中、西中、河原、門前、只川、中筋、122池山、谷下り（国鉄以東）、出口（国鉄以東）

1211／1田原、井ノ尻、旦椋、半盛、南ノロ

小倉町（奥畑）南陵町（全域）

羽拍子町（国道筋を除く全域）623神明（全域）

宇冶（蛇塚、大谷、野神一部）琵琶台（全域）

広野町（Ａ、ｍｍ．一心

北ノ山、山ノ内、上ノ山、大竹、茶屋裏、久保．南ノロー部、西裏、寺山（国鉄以西）、1311／2寺山（翠光園団地）

1511／5寺山ヽ大開‾部ヽ宮谷ヽ尖山‾部．丸山ヽ‾里山（府道以南ヽ市道以東）．中島ヽ石塚（心華寺通り以西）

16東畏、一里山、桐生谷、開町石塚（心華寺通り以東）宵北一部
17小根尾、大開一部、尖山一部寫東宮西、宮北

開町（国道筋を除く全域）824広野町（小根尾、大開、尖山、宮谷、中島、丸山）

西大久保府営住宅（1～20棟）

野神、大谷、弐番（府道以南）、大谷山（権見町）、琵琶、若森（国鉄以南）、矢落（国鉄以南Ｘ18壱番一部（宇治橋通り以北、宇冶警察西側通り以西）

19下居、盆法壱番妙楽、牢文京甲尻（国鉄以南丿塔川

広野町（桐生谷、一里山、東裏、寺山、国道筋を除く西裏・茶屋裏）

925大久保町（北ノ山、山ノ内、南ノロ．大竹、上ノ山、久保）

西大久保府営住宅（21～32棟）

20蓮華、乙方、東内、又振、山田、紅斎、白川、金井戸、山本、荒棋、田中．大垣内、妙見、志津川

し尿収集の届け出を

家族や同居人に増減があっ
たり転出転居、浄化槽設置な

どでし尿収集届出に異動があ
ったときは、市役所清掃事務

所へ届け出てください。
（城南衛生管理組合）

小倉町・伊勢田町・横島町・宇治・羽拍子町地域

122南浦（100～110、84～98、30～33）、大只団地、山際一部
2Ｓ南浦、西浦一部、神楽田一部（近鉄以西）

安田ＳＩ（全域う伊勢田町（名木、浮面、蔭田、中ノ田、中ノ荒、新中

ノ荒、ウトロ．．南山）1026開町（国道筋）

広野町、（成田、新成田、国道筋の西裏・茶屋裏・派出所前から近鉄踏切までの府道筋）

大久保町（田原、旦椋、平盛、井ノ尻、南ノロー部）

山際．半白、薗場（大川原線以北）、大幡、北内、門口．幡貫、324郡、石橋（大川原線以東）

425老ノ木、．久保、白山（Ｂ迢以東）、蓮池

5ＯＲ裂諾廠迄釘烈鶏ヽ頴？轟佐竹雛謔‰）

627寺内、西浦

宇治（半白）

29小倉町（新田島を除く近鉄以東の全域ヽ西山）11羽拍子町（国道筋）

伊勢田町（北山、大谷、若林、井尻、中山、毛語）

829南堀池（本通り以北）、南堀池（本通り以南）
930南堀池（大和、田中）、堀池

南遊田、遊田、砂田、南山、ウトロ、毛語一部、中ノ荒、井尻、1131中ノ田、名木、浮面、安田町令域

小倉町（南浦．山際、京銀前から南京信前までの市道筋以南の西浦）
1230伊勢田町（遊田、砂田）西大久保府営住宅（33～43棟）

中山（近鉄以東）、大谷、西畑、中畑、春日森、－ノ坪．島前、1211／1大町，大川原、中川原（大川原線以西）、石橋ぐ大川原線以西）

1311／2中山（近鉄以西）、毛語、若林
1511／5羽拍子町

小倉町（蓮池、堀池、南堀池、京銀前から南京信前1531までの市道筋以北の西浦）

伊勢田町（南遊田）

16蛇塚，弐番（府道以北）、池森米阪
北山Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ団地、中央台．西山（国道以西）、17神楽田（山中含む）

1611／1累訓れ銘‰。ＳｆＥＨｉｉ）
宇治（戸ノ内、蔭山、国道以北の御廟・天神）

18戸ノ内、矢政（国鉄以北）、苅森（国鉄以北）、里尼ぐ国鉄以北）小桜
19東目川西目川、ｍ落合（0～3の通りまで）
20南落合（4の通り以降～13の通りまで）
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府宇治地方振興局ａ⑩2970、9時～16時）

1…………………………………………………………………1

ｉ社会福祉協議会の法律（定貝10人）・年ｉ

ｉ金・結婚・心配ごとなどの柑談日程やべ

ｉ行政・人権・消費生活・精神薄弱者相談ｌｉ行政・人権・消費生活・精神薄弱者相談

：の日程は，59年度版「市民カレンダーと

手びき」に掲載。ご利用ください。

このほか。市政相談と一般生活相談は

市役所市民相談室で、消費苦情相談は商

工観光課で、教育相談は教育委貝会で、

日曜日を除く毎日受け付け。家庭児童相

談は月～金曜日の1Ｏ時～16時に総合福祉

ｌ会館3階の家庭児童相談室（Ｓ⑩8698）

：で。高齢者職業相談（無料）は毎週火・
：金曜日の9時～16時に総合福祉会館2階

1の老人福祉センター（ａ＠5652）で。

1…………………………………………………………………

献血

●3日（小倉公栄ピルｌＯ時～正午と13時～15時半＝宇治ライオンズクラブ主催），11日（京都文教短期大学10時～正午と13時～15時半＝宇治ライオンズクラブ共催）、26日（三和研磨工業㈱10時～正午）、29日（宇治保健所，10時～正午と13時～15時半＝宇治青年会議所共催）（保健予防課）

不用犬・猫の引き取り

●9日（木幡公民分館10時40分発、小倉公民館10時50分発、旦椋公会堂11時10分発、宇治保健所11時半着）。（環境保全課）

相談あんない

●青少年相談（25日。市民会館13時～16時）。●京都府交通事故巡回相談（3，17日、京都

10月18日合同行政相談所を開設

十
月
十
四
日
か
ら
二
十
日
ま
で

は
、
行
政
相
談
週
間
－
。
市
で

は
、
京
都
行
政
監
察
事
務
所
と
共

催
で
「
合
同
行
政
相
談
所
」
を
開

き
ま
す
。

国
や
府
、
市
を
は
じ
め
多
く
の

公
的
な
仕
事
に
つ
ぃ
て
、
ご
意
見

や
苦
情
、
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

（
と
き
》

1
0
月
1
8
日
俐
、
午
前
十
時
半
～

午
後
三
時
半

《
と
こ
ろ
〉

宇
治
市
保
健
医
療
セ
ン
タ
上
二

階

《
参
加
機
関
》

京
都
地
方
法
務
局
宇
治
支
局
、

大
阪
国
税
局
税
務
相
談
室
下
京

分
室
、
京
都
南
労
働
基
準
監
督

署
、
京
都
府
宇
治
地
方
振
興
局

・
土
木
事
務
所
・
交
通
事
故
相

談
所
・
宇
治
警
察
署
、
行
政
相

談
貝
、
京
都
行
政
監
察
事
務
所
、

宇
治
市

（
広
報
課
）

保
健
・
衛
生
・
相
談
(
1
0
月

分
)

10月の燃えないゴミ・し尿収集日

程表
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